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三
先日、 ACM国際大学対抗プログラミングコンテスト(ACM/ICPC)のアジア地区予選（於会津大学）に、大

阪大学のチームが出場したのでコーチとして参加してきました。中国、台湾、韓国のチームも交え、国内予

選を勝ち抜いた俊英たちが熱戦を繰り広げました。 5時間で 10問を解くコンテスト時間中はコーチが口を

出すことはできず、 2階席から見守るのみです。 1問正解するごとに各チームのブースには、色とりどりの

風船が取り付けられていき、どのチームがどの問題を正解したかがお互いにすぐにわかるようになっていま

す。同時に、コーチ向けのワークショップも行われ、台湾やスペインにおける eラーニング研究や実践例

などが報告されました。

本誌今号の特集も eラーニングがテーマです。 e ラーニング・システムは、私たちが標榜するサイバーサ

イエンスにおける最先端の教育工学的研究対象であり、授業運営上の必須ツールとなりつつあります。今号

特集を機会に、 eラーニング・システムを研究開発する研究者、教育に使う教員、そして実際に授業で使用

する学生さんたちの交流が進み、次世代の大学教育の主柱へと発展していくことを願ってやみません。

ICPCロゴにも使われている風船は、若者の飛翔する想像力を象徴しているのではないでしょうか。

皆様も軽やかに新春の風に乗る良いお年をお迎えください。

(K.T.) 
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